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―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
新
庁
舎
の
整
備
場
所
は
、
約
２
年
半

に
わ
た
り
複
数
の
候
補
地
に
つ
い
て
議

論
し
て
き
ま
し
た
。
９
月
の
委
員
会
で

は
、
委
員
か
ら
、
庁
舎
整
備
に
は
国
の

財
政
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
を

活
用
す
る
こ
と
で
約
27
億
円
の
財
政
負

担
を
軽
減
で
き
る
が
、
そ
の
適
用
期
限

が
迫
り
早
急
に
結
論
を
出
す
必
要
が
あ

る
、
現
時
点
で
議
会
と
し
て
歩
み
寄
り

が
可
能
な
候
補
地
は
現
在
地
で
あ
る
と

の
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
、
委
員
会
は
現

在
地
を
整
備
場
所
と
し
て
進
め
る
こ
と

を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
市
民

の
財
政
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
ま

た
防
災
面
や
市
民
参
画
な
ど
に
考
慮
し

な
が
ら
全
庁
挙
げ
て
早
期
に
進
め
て
い

く
こ
と
を
市
に
求
め
て
い
ま
す
。

―
委
員
長
か
ら
一
言

　
市
の
財
政
状
況
や
市
民
の
利
便
性
な

ど
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

穐
あ き

�原
は ら

　成
な り

�人
ひ と

【担当分野】
新庁舎整備に関する事
項について、調査・研
究を行うとともに、関
連する予算その他の議
案について審査します。

【議会歴】
在職４期。議長、副議長、
監査委員、建設企業常任
委員長、議会運営委員長
などを歴任。60歳。

市議会として候補地を決定
新
庁
舎
整
備
検
討�

特
別
委
員
長
に
聞
く

議会運営のさらなる効率化を図る

議
会
運
営�

委
員
長
に
聞
く

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
当
委
員
会
は
、
議
会
が
適
正
か
つ
円

滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
準
備
・
調
整

す
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
議
日
程
や
議
案
、
市
民
・

団
体
か
ら
の
請
願
や
陳
情
の
取
り
扱
い

な
ど
に
つ
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
議

会
と
し
て
一
定
の
方
向
を
示
す
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
議
会

審
議
の
充
実
、
議
会
運
営
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
委
員
長
か
ら
一
言

　
市
議
会
は
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た

身
近
な
議
会
と
な
れ
る
よ
う
、
日
々
、

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
会

議
や
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
た
め
に
な
る
、
よ
り
よ
い
市

議
会
と
な
る
よ
う
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

出
い

�雲
づ も

　晶
しょう

�三
ぞ う

【担当分野】
議会の円滑な運営に必
要な協議や意見の調整、
法定の事項に関するこ
となどについて審査し
ます。

【議会歴】
在職６期。議長、副議長、
監査委員、建設企業常任
委員長などを歴任。70歳。

一
般
会
計

<

歳
入>

【
市
債
】

①
臨
時
財
政
対
策
債

　

将
来
の
負
担
が
過
度
な
も

の
と
な
ら
な
い
よ
う
発
行
は

慎
重
に
行
う
と
と
も
に
、
地

方
交
付
税
に
よ
る
配
分
の
拡

大
を
引
き
続
き
国
に
強
く
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。

<

歳
出>

【
総
務
費
】

①
広
報
刊
行
物
発
行
事
業

　

広
報
あ
か
し
に
つ
い
て
は
、

新
聞
発
行
部
数
が
減
少
し
て

い
る
中
、
よ
り
多
く
の
市
民

に
的
確
に
市
政
情
報
を
届
け

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
な

ど
情
報
発
信
の
充
実
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
効
果
的
な
配
布

方
法
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

　

明
石
の
た
か
ら
も
の
を
全

国
に
発
信
す
る
機
会
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
返
礼
品
の
さ

ら
な
る
発
掘
に
努
め
る
な
ど
、

収
支
の
黒
字
化
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

③
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　

次
期
計
画
の
検
討
に
向
け

て
、
県
の
明
石
港
東
外
港
地

区
再
開
発
計
画
の
推
進
も
視

野
に
、
国
・
県
と
の
連
携
を

強
化
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

や
回
遊
性
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

④�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

市
内
全
校
区
で
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
策
定
に
向
け
、

各
校
区
の
課
題
や
ま
ち
づ
く

り
の
進
捗
状
況
に
あ
わ
せ
た

き
め
細
や
か
な
支
援
に
努
め

ら
れ
た
い
。

⑤
明
る
い
選
挙
推
進
事
業

　

投
票
率
向
上
の
た
め
の
よ

り
効
果
的
な
活
動
を
積
極
的

に
進
め
ら
れ
た
い
。

　
　
【
民
生
費
】

①�
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

整
備
等
事
業

　

災
害
時
に
地
域
に
お
け
る 

避
難
支
援
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
対
象
者
と
地
域
の
理
解

を
得
な
が
ら
自
治
会
等
へ
の

名
簿
提
供
件
数
を
増
や
す
こ

と
で
、
要
支
援
者
の
安
否
確

認
等
が
迅
速
に
行
え
る
仕
組

み
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
ら

れ
た
い
。

②
高
年
ク
ラ
ブ
活
動
促
進
事
業

　

増
加
す
る
高
齢
者
の
地
域

に
お
け
る
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

活
性
化
の
た
め
の
さ
ら
な
る

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
い
。

③�

保
育
士
確
保
等
緊
急
対
策
事
業

　

処
遇
改
善
等
の
人
材
確
保

の
取
り
組
み
が
奏
功
し
て
い

る
が
、
今
後
、
国
の
保
育
料

無
償
化
等
に
よ
り
全
国
的
な

人
員
不
足
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
保
育
士
確
保
と
保
育
の

質
の
向
上
に
一
層
努
め
ら
れ

た
い
。

④
生
活
保
護
運
営
事
業

　

生
活
保
護
制
度
の
円
滑
で

安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
員
不

足
や
過
重
労
働
等
の
問
題
に

つ
い
て
早
急
に
解
消
で
き
る

よ
う
組
織
体
制
の
整
備
を
図 

ら
れ
た
い
。

　
　
【
衛
生
費
】

①�

中
核
市
移
行
に
伴
い
設
置

し
た
施
設
の
人
員
配
置

　

あ
か
し
動
物
セ
ン
タ
ー
や

あ
か
し
保
健
所
な
ど
に
お
い

て
は
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
専

門
職
の
確
保
等
、
適
切
な
人

員
配
置
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②�

あ
か
し
動
物
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
事
業

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関

係
団
体
と
の
さ
ら
な
る
連
携 

を
進
め
る
な
ど
、
殺
処
分
ゼ

ロ
の
達
成
に
向
け
て
一
層
取

り
組
ま
れ
た
い
。

③
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

　

今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
る

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
も

見
据
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
も
含
め
た
ご
み
排
出
量
の

さ
ら
な
る
減
量
化
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

　
　
【
農
林
水
産
業
費
】

①
農
業
一
般
振
興
事
業

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と

担
い
手
不
足
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
特
性
と

実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

農
業
経
営
基
盤
の
構
築
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　
　
【
商
工
費
】

①
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

　

海
外
販
路
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
取
り
組
む
ほ
か
、
新
た

な
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
６

次
産
業
化
な
ど
に
も
取
り
組

み
、
国
内
外
で
の
明
石
産
品

の
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
と
高

付
加
価
値
化
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　
　
【
土
木
費
】

①
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

　

通
学
路
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
早
期
の
整
備
完
了

を
目
指
し
、
国
の
交
付
金
な

ど
の
財
源
確
保
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

②
屋
外
広
告
物
規
制
事
務
事
業

　

中
核
市
と
し
て
無
許
可
及

び
基
準
不
適
合
の
広
告
物
の

削
減
に
向
け
て
制
度
の
さ
ら

な
る
周
知
を
図
る
な
ど
、
良

好
な
景
観
の
形
成
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

等
か
ら
、
市
独
自
の
き
め
細

や
か
な
取
り
組
み
を
実
施
さ

れ
た
い
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
運
行
事
業

　

運
行
経
費
の
増
大
に
よ
り

経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
事

業
の
現
状
を
検
証
し
、
路
線

の
確
保
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
【
教
育
費
】

①
学
校
園
運
営
支
援
事
業

　

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場

に
お
け
る
よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
整
備
や
教
職
員
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
早
急
な
導
入

を
検
討
さ
れ
た
い
。

②
学
力
向
上
推
進
事
業

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

は
、
９
年
間
を
見
通
し
た
指

導
に
よ
り
学
力
向
上
を
図
り

「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る

た
め
、
モ
デ
ル
校
で
の
取
り

組
み
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
調
査
研
究
を
進

め
ら
れ
た
い
。

③
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

　

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
実
情

に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
指

導
員
の
配
置
に
努
め
ら
れ
た

い
。

④
教
育
相
談
事
業

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
教

育
相
談
員
・
専
門
相
談
員
・

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
の
専
門
的
な
人
材

を
確
保
し
、
き
め
細
か
な
支

援
に
よ
り
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

　

環
境
整
備
の
遅
れ
を
認
識

し
、
学
力
向
上
の
観
点
か
ら

重
要
課
題
と
し
て
早
急
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

⑥
小
学
校
等
給
食
衛
生
管
理
事
業

　

給
食
調
理
室
の
空
調
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
学
校
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
全
で
安
心

な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

食
中
毒
や
調
理
員
の
健
康
面

へ
の
配
慮
も
含
め
、
早
急
に

環
境
整
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

特
別
会
計

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

①
認
知
症
総
合
支
援
事
業

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
見

守
り
が
重
要
で
あ
り
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
効
率
的
な

育
成
を
進
め
、
地
域
で
の
認

知
症
支
援
体
制
の
充
実
に
一

層
努
め
ら
れ
た
い
。

公
営
企
業
会
計

◎
水
道
事
業
会
計

①
大
口
使
用
者
の
使
用
水
量
減
少

　

大
口
使
用
者
の
使
用
水
量

減
少
な
ど
に
伴
い
、
料
金
収

入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
た
め
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
ち
、
市
民
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
対
策
を
図
ら
れ

た
い
。

②
水
源
の
確
保

　

今
後
も
良
質
な
水
道
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、

河
川
水
の
水
質
を
踏
ま
え
て
、

県
や
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら

の
受
水
割
合
を
増
や
す
な
ど
、

多
様
な
水
源
の
確
保
に
努
め

ら
れ
た
い
。

◎
下
水
道
事
業
会
計

①
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新

　

老
朽
イ
ン
フ
ラ
対
策
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な

更
新
に
努
め
ら
れ
た
い
。

決
算
を
認
定
す
る
に

あ
た
り
出
さ
れ
た

�

附
帯
意
見

附
帯
意
見
は
市
議
会
の
意
見

な
ど
を
表
明
す
る
も
の
で
、今

後
の
行
財
政
運
営
に
役
立
て

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。


